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『 ぱんだより 』
※パンダからのお便りという意味で「ぱんだより」と名付けました。

スパークスのアジア地域における情報発信レポート

第35号（2009年7月28日）「中国市場動向2009年6月」

出所：Bloomberg、2009年6月末現在

GDP7.9％、中国回復基調

中国の2009年第２四半期（4～6月）の国内総生
産（ＧＤＰ）伸び率は前年同期比7.9％と回復し、金

融危機の影響が長引く欧米に比べて早い景気回
復が確認されました。
上半期では約７％増の成長となり、第１四半期（1
～3月）の6.1％増から大幅に回復しました。しかし

ながら政府が掲げる「８％成長」実現には及ばず、
下半期のキーワードは『内需』とし、総額４兆元（約
５５兆円）の内需拡大策をはじめ、金融緩和策等を
打ち出し、景気てこ入れを続けています。また「建
国記念日」など大型連休も控えているため、さらな
る消費の回復が期待されます。
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中国のGDP推移

出所：Bloomberg、2009年6月末現在

中国の輸出入

GDPに続き、固定資産投資や自動車販売台
数にも景気回復の兆しが見え始めています。6
月の固定資産投資が33.5％増加したほか、6月
の自動車販売台数は前年同月比36.5％の増加
となり、加えて6月の鉱工業生産も前年同月比
10.7％増と持ち直し、景気回復を支えています。

しかし一方で上半期の輸出総額は、外需の落
ち込みから前年同期比で21.4％減となりました。
増値税（付加価値税・VAT ）の輸出還付率引き

上げなどの効果を今後期待できるものの、世界
経済全体の底打ちが力強さに欠けるため、輸出
の回復はもうしばらく時間が必要との見方が強
まっています。

回復は2極化
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中国　上海A株指数
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香港　ハンセン指数
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出所：Bloomberg

≪主要株価推移≫ （各市場の直近1年間）

香港　Ｈ株指数
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（編集後記）中国版のナスダックは、2009年からの株価上昇により新規株式公開に追い風となること
でしょう。しかしながら2004年において中小企業向けの市場を創設したところ株価が乱高下したという
こともあるため、マネーゲーム市場になることが懸念されます。政府の今後の対策にも注目です。

（見に行っチャイナ）

ついに登場！中国版ナスダック

中国深セン証券取引所に5月に開設された「創業板

（中国版ナスダック）」ベンチャー企業向け市場には、
50～100社が上場申請するようです。

中国の新興企業にとって、これまでの主要な上場
先はナスダックなどの海外市場でした。しかしながら
海外の新興企業向け市場は、世界同時不況の影響
から回復しきれておらず、ＩＰＯ環境は厳しいようです。
そうした中、中国版ナスダックの登場は、新興企業の
資金調達、ベンチャーキャピタル（VC）やプライベー

ト・エクイティー・ファンドの出口戦略に新たな選択肢
をもたらすという意味で非常に大きな役割を担います。

世界同時不況からいち早く抜け出そうとしている今
の中国経済が景気回復を確実にするには、大型国
営企業と並んで国民経済の両輪となっている中小企
業や新興企業の復活が必要不可欠です。この新市
場開設はまさに中国経済復活のカンフル剤と成り得
ることでしょう。

深セン証券取引所

上海証券取引所

中国証券市場の仕組み

◆ドル建てB株市場

◆人民元建てA株市場

◆人民元建てA株市場

「創業板」ベンチャー企業向け

「中小板」中小型企業向け

「主板」大企業向け

「主板」大企業向け（上場中止）

◆香港ドル建てB株市場

①新エネルギー
②新素材
③生物医療
④IT
⑤環境・省エネ
⑥サービスなど

６分野を優遇する
ようです。


